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１．はじめに  

 道路トンネルの定期点検は，標準的な点検内容を

定めた道路トンネル定期点検要領1)に従って実施さ

れている．同要領では近接目視，または近接目視と同

等の健全性の診断が行うことができる情報が得られ

ると判断した方法により，トンネルの状態の把握を

行うことが定められている． 

本稿では，近接目視の効率化を目的として筆者ら

が開発した「トンネル点検用プラットフォーム」によ

る点検作業効率化の効果を実証実験により確認した

結果を報告する． 

２．近接目視とは 

 近接目視は，定期点検を行う者が道路トンネルの

外観性状を十分に把握できる距離まで近接して目視

確認することである1)．また，健全性の診断を適切に

行うためには，必要に応じて打音検査や触診等の手

段を併用することが要領に記載されている1)．道路ト

ンネルでは，高所の覆工表面に対する近接目視には，

高所作業車を用いることが一般的である．写真1はそ

の一例である．道路トンネルでは，これらの作業は通

常片側車線規制下で行われているため，交通流へ影

響することもある．このため，点検作業の効率化が求

められている． 

 国土交通省では，点検作業を支援するロボットな

どの点検支援技術の利用を促すため，各技術の性能

をとりまとめた点検支援技術性能カタログ（案）2)の

作成などに取り組んでいる．しかしながら，近接目視

の作業をロボット等で完全に置き換えることは困難

であるため，人力による点検作業を併用しているの

が現状である． 

３．トンネル点検用プラットフォーム 

多くの道路トンネルは円弧状を呈しているため，

高所作業車による近接目視では以下の課題がある． 

⚫ 写真1に示すように，高所作業車のデッキでの近

接目視は作業域の制約から同時作業は2名とな

ることが多い． 

⚫ トンネル肩部の点検では，写真2のようにデッキ

の位置を盛替える必要があり，盛替え作業に時

間を要する． 

筆者らは，これらの課題を解決するために，高所作

業車のデッキ部分が階段状に変形するトンネル点検

用プラットフォーム（以下，プラットフォームとい

う）を開発した3)．図1にプラットフォームの概念図

を示す．本プラットフォームは，現行の高所作業車を

ベースとし，デッキ部が階段状に変化することで，ト

ンネルの曲面に沿って点検員を配することが可能と

なる． 

４．実証実験 

（１）実験方法 

プラットフォームによる作業効率の向上効果を確

 

写真 1 高所作業車を用いた近接目視例 

   

(a) 配置その 1    (b) 配置その 2 

写真 2 トンネル肩部におけるデッキ盛替え例 
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認するために，プラットフォームのプロトタイプを

製作し，2車線トンネルと同程度の規模を有する模擬

トンネル（延長：80m）において実証実験を行った．

実験では，デッキが平面状の通常の高所作業車とプ

ラットフォームの両者により模擬トンネル内の全面

打音検査（ただし，たたき落としは実施しない）に要

する時間をそれぞれ計測した．なお，近接目視および

触診については，以下の理由により検証実験の対象

外とした． 

⚫ 近接目視は，覆工表面の変状を視認する作業で

ある．このため，同一区間で繰り返し実施する場

合，後で実施する近接目視は，先に実施した近接

目視の結果を参考としながらの作業となり，作

業時間等の比較には適さない． 

⚫ 触診は照明灯具等が対象となるが，取り付けら

れる範囲が面的ではなく，高所作業車とプラッ

トフォームの作業効率に有意な差はないと考え

られる． 

⚫ 覆工全面を対象とした打音検査は，同一区間に

おいて同一の作業が繰り返し実施可能となるこ

とから，作業時間等の比較に適している． 

（２）実験結果 

a）人員配置 

写真3に高所作業車とプラットフォームのそれぞ

れによる作業状況を示す．同写真で確認できるよう

に，円弧部の点検において高所作業車では2名の作業

員が並行して作業しているのに対し，プラットフォ

ームでは3名の作業員が並行して作業を行うことが

可能である．すなわち，一度の点検作業では，プラッ

トフォームの方がより広い範囲の点検が可能となる． 

b）作業時間 

同一区間の全面打音検査を行った結果を比較する．

図2は，模擬トンネルの同一区間において全面打音検

査を行った際の作業時間の比較である．図中のトン

ネルスパンとは，覆工の目地で区切られた区間を1ス

パン（延長：5m）として表すものである．また同図

の結果は，徒歩によって打音検査が可能な側壁部を

除くアーチ部を対象とした結果であり，ここでは半

断面分の計測結果で比較している．同図より，いずれ

の区間においてもプラットフォームによる作業の方

が高所作業車よりも早くなり，打音検査時間の総計

は，プラットフォームが6分48秒であるのに対し，高

所作業車は18分4秒であり，高所作業車に比べてプラ

ットフォームの方が約3倍の速度での打音検査作業

が可能であったことを確認した． 

５．おわりに 

本稿では，点検作業の効率化を目的としたプラッ

トフォームの開発について述べるとともに，プラッ

トフォームのプロトタイプを用いた実証実験につい

て述べた．この結果，プラットフォームの利用によ

り，点検作業が効率的になることが示唆された．今後

は，実際の点検現場での操作性等を把握するための

検証実験が必要と考えている． 
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(a) 高所作業車 

 

(b) プラットフォーム 

写真 3 作業状況の比較 

 

 

図 1 プラットフォーム概念図 

 

図 2 同一範囲の打音検査時間の比較 
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